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　町内で地域づくり活動を展開する地域おこし協力隊が鼓友塾と協力し、企画した「もち
つき太鼓」が１月６日にショッピングセンターアスモで開催されました。新年を祝う鼓友
塾の太鼓演奏のあと、協力隊隊員たちによるもちつきが披露されたほか、子どももちつき
体験も実施され、たくさんの子どもたちが楽しんでいました。
　もちつき太鼓に対するご祝儀は、令和６年能登半島地震災害の義援金として日本赤十字
社に寄付されました。



白い森おぐにから世界とつながる白い森おぐにから世界とつながる
～コミュニケーション力を高め国際理解を深める～～コミュニケーション力を高め国際理解を深める～

　

日
本
全
体
で
国
際
化
が
進
展
す

る
な
か
、
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
重
要
性
が

増
し
て
い
ま
す
。
国
で
は
、
外
国

語
教
育
に
力
を
入
れ
、
平
成
23
年

に
は
小
学
校
高
学
年
で
「
外
国
語

活
動
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
29
年
３
月
31
日
の
小
学

校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
は
、

小
学
３
・
４
年
生
で
「
外
国
語
活

動
」
が
、
５
・
６
年
生
で
は
「
外

国
語
」
が
教
科
に
な
り
、
令
和
２

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成
23
年
に
文
部

科
学
省
か
ら
学
校
・
地
域
の
特
徴

に
応
じ
た
教
育
課
程
を
編
成
す
る

「
教
育
課
程
特
例
校
」
の
指
定
を

受
け
、
特
設
教
科
「
国
際
・
情
報
」

を
設
定
し
、
白
い
森
お
ぐ
に
保
小

中
高
一
貫
教
育
の
中
で
、
幼
児
期

か
ら
高
校
ま
で
一
貫
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
外
国
語
を
用
い
て
主

体
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
能
力
・
資
質
の
育
成
を
目
指

進
展
す
る
国
際
化
に

　

　
　
　
　
　
　
対
応
す
る

　本町では、ふるさと小国を愛し、国際化する社会にも対応できる子どもたちの育成を
目指し、「白い森おぐに保小中高一貫教育」と「地域学校協働本部」により、幼児期か
ら高校までの町民総ぐるみでの教育に取り組んでいます。
　今回は一貫教育において取り組まれている「国際」の授業について紹介し、国際化が
進展する中で、その重要性が増しているコミュニケーション能力や異文化交流、異文化
理解を育む教育について考えます。

オンラインを活用した国際交流 英語を使ったコミュニケーションに挑戦

デジタル教材を活用した「国際」の授業 ゲームを取り入れながら英語に親しむ
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し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も

園
で
は
「
幼
児
ふ
れ
あ
い
英
語
活

動
」
を
実
施
し
、
小
学
校
で
は
「
外

国
語
活
動
」
、
「
外
国
語
」
が
教
科

と
な
る
以
前
か
ら
「
国
際
」
と
し

て
英
語
の
授
業
を
行
い
、
低
学
年

に
お
い
て
も
「
国
際
」
の
授
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
の
実
用
英
語
技

能
検
定
（
以
下
、
英
検
）
の
受
験

も
支
援
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
中

学
校
で
は
１
年
生
で
５
級
、
２
年

生
で
４
級
を
受
験
し
て
お
り
、
そ

の
受
験
料
の
一
部
を
助
成
す
る
ほ

か
、
３
級
以
上
を
受
験
す
る
生
徒

に
は
、
年
に
１
回
、
受
験
料
の
全

額
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
白
い
森

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
中
学
生

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
と
し
て

英
検
３
級
以
上
の
合
格
を
目
指
し

た
学
習
会
と
面
接
練
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
本
町
中
学
生
の
英
検
取

得
率
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
「
国
際
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
授
業
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
手
が
け
る
八
木
幸
夫
国

際
・
情
報
特
任
講
師
に
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

　

「
『
国
際
』
の
取
り
組
み
の
う
ち
、

保
育
園
か
ら
小
学
校
低
学
年
に
か

け
て
は
英
語
教
育
推
進
員
の
村
上

裕
志
さ
ん
が
、
小
学
中
学
年
か
ら

中
学
生
ま
で
は
私
が
、
授
業
担
任

の
先
生
が
た
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
低
学
年
の
授
業
で
は
、

保
育
園
で
の
英
語
活
動
の
内
容

を
復
習
す
る
と
と
も
に
中
学
年

の
『
外
国
語
活
動
』
に
円
滑
に

移
行
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
学

習
内
容
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反

映
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
高
学
年
の
『
ど
き
ど
き

楽
し
み
な
が
ら
　
　
　
　
　

　
　
　
英
語
と
触
れ
あ
う

C

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

ommunication T

タ
イ
ム

ime

』
で
は
英

語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
養
う
と
と
も
に
、
中
学
校

で
の
英
語
教
育
に
つ
な
ぐ
こ
と
を

意
識
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
６
年
生
の
３
学
期
に
実
施
す

る
授
業
で
は
、
中
学
校
の
英
語
教

育
に
直
接
触
れ
る
機
会
を
設
け
る

予
定
で
す
。

　

中
学
校
の『
国
際
』で
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
授

業
を
展
開
し
、
１
学
年
で
は
、
英

語
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
こ
と
を
目

標
に
学
習
し
ま
す
。
２
・
３
学
年

で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
海

外
の
中
学
生
や
日
本
語
学
校
の
学

生
と
交
流
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
で
は
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
活
用
し
、
海

外
へ
の
短
期
留
学
や
国
際
交
流
の

面
で
学
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。

　

小
国
町
は
先
見
の
明
を
持
っ
て

『
国
際
・
情
報
』
を
教
科
化
し
ま

し
た
。
時
を
経
て
、
今
で
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
が
普
及
し
、
小
学
校
で
の
英
語

も
必
修
と
な
り
ま
し
た
。
『
国
際
・

情
報
』
で
の
取
り
組
み
内
容
が
一

般
化
す
る
中
で
、
今
後
ど
の
よ
う

に
特
徴
を
出
し
て
い
く
の
か
が
、

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

町
内
の
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る
幼
児
ふ
れ
あ
い
英
語
活
動
は

「
英
語
の
音
声
や
基
本
的
な
表
現

に
慣
れ
親
し
ま
せ
な
が
ら
、
こ
と

ば
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
関
心
や
態
度
を
育
む
」
こ
と

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

主
に
年
中
と
年
長
の
園
児
を
対

▲どきどきCommunication Timeでは英語のみで会話を行う

英検３級・準２級中学校卒業時取得率

※個人における上位級で集計

R4R3R2R1

26% 32% 40% 40%

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

広報おぐに　2024.2
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▲画面の向こうの相手に日本の文化を伝える

世
界
と
つ
な
が
る

▲短期留学で学んだことを報告する様子

　

１
月
18
日
の
叶
水
小
学
校
５
・

６
年
生
に
よ
る
「
国
際
」
の
授
業

で
は
、
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
で
あ
る
オ
ズ

ラ
ン
ド
先
生
に
日
本
の
行
事
を
英

語
で
伝
え
る
た
め
、
行
事
の
時
期

や
内
容
に
つ
い
て
英
語
で
表
現
す

る
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
江
口
羽
月
さ
ん
は

「
オ
ズ
ラ
ン
ド
先
生
に
は
ひ
な
祭

り
が
と
て
も
楽
し
い
行
事
だ
と
説

明
し
た
い
で
す
。
英
語
は
１
年
生

か
ら
授
業
を
受
け
て
い
て
、
難
し

い
け
れ
ど
楽
し
い
で
す
。
６
年
生

に
な
っ
て
も
っ
と
英
語
を
勉
強
す

る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
」
と
授
業

世
界
に
は
ば
た
く

　

県
立
小
国
高
校
で
は
語
学
力
を

高
め
る
と
と
も
に
国
際
理
解
を
深

め
る
た
め
、
平
成
17
年
か
ら
コ
ロ

ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
の
イ
ー
ス
ト
高

校
へ
の
２
週
間
の
短
期
留
学
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
町
で
も
保
小
中

高
一
貫
教
育
に
お
け
る
継
続
し
た

取
り
組
み
の
成
果
を
最
高
学
府
と

し
て
発
揮
す
る
場
で
あ
り
、
国
際

理
解
教
育
を
更
に
充
実
す
る
た
め

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
３
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
者
に
留
学
先
で
の

体
験
を
聞
く
と
、「
ア
メ
リ
カ
に

行
く
前
は
す
ご
く
不
安
で
し
た

が
、
と
て
も
過
ご
し
や
す
い
環
境

で
し
た
。
高
校
の
授
業
は
、
日
本

と
は
異
な
り
、
み
ん
な
教
室
の
中

を
歩
き
回
り
互
い
に
教
え
あ
っ
て

い
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
留
学
先

の
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
「
国
際
」
の

授
業
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
国
中
学
校
と
叶
水
中
学
校
の

３
年
生
は
「
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を

英
語
で
発
信
し
よ
う
～
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
を
通
し
て
～
」
を
ゴ
ー
ル

に
設
定
し
、
小
国
や
学
校
生
活
に

つ
い
て
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
使
い

な
が
ら
、
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
練
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
に
は
神
戸
市
に
あ
る

日
本
語
学
校
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交

流
を
実
施
し
、
日
本
語
を
学
ぶ
外

国
人
の
学
生
に
、
自
作
の
説
明
資

料
を
示
し
な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
国
際
交
流
に

つ
い
て
生
徒
か
ら
は
「
相
手
の
話

し
た
英
語
が
わ
ら
な
く
て
も
、
聞

き
返
し
た
り
し
な
が
ら
会
話
を
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」、

「
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
話
せ
た
ら

さ
ら
に
楽
し
く
な
る
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
英
語
を
話
す
こ

と
を
さ
ら
に
頑
張
り
た
い
で
す
」

と
い
っ
た
前
向
き
な
感
想
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
英
語
で
の
他
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
る
こ
と
を
重
視
し
た
授
業
で

す
。

象
に
実
施
し
、
年
中
児
で
は
英
語

の
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
の
ほ

か
、
天
気
や
体
の
部
位
、
色
、
形

等
を
、
年
長
児
で
は
動
植
物
や
感

情
、
感
覚
等
の
表
現
に
取
り
組
み

ま
す
。
活
動
の
中
で
子
ど
も
た
ち

は
歌
や
踊
り
、
遊
び
を
通
じ
て
、

英
語
と
触
れ
あ
い
、
親
し
む
活
動

を
体
験
し
て
い
ま
す
。

広報おぐに　2024.2
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▲自作のクイズを英語で出題▲自作のクイズを英語で出題

国
際
的
な
視
野
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
を
育
む

　

本
町
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て

「
国
際
」
の
授
業
を
一
貫
教
育
の

中
で
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

幼
児
期
か
ら
高
校
ま
で
連
続
性

を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
語

学
と
し
て
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

国
際
社
会
に
高
い
関
心
を
持
ち
、

海
外
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
臆
す
る
こ
と
な
く
挑
む

力
を
持
っ
た
子
ど
も
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

 ▲遊びを通じて英語での表現を身につける▲遊びを通じて英語での表現を身につける

英語を楽しむ（白百合保育園）英語を楽しむ（白百合保育園）
　１月15日に実施された幼児ふれあい英語活動　１月15日に実施された幼児ふれあい英語活動
では、年中のゆり組と年長のさくら組の子どもでは、年中のゆり組と年長のさくら組の子ども
たちがパネルを使って天気や干支を英語で学びたちがパネルを使って天気や干支を英語で学び
ました。ました。
　その後、ゆり組では虹の色を英語の歌で歌い　その後、ゆり組では虹の色を英語の歌で歌い
ながら学び、丸や三角といった形を英語で答え、ながら学び、丸や三角といった形を英語で答え、
同じ形のものを教室のなかから見つける遊びを同じ形のものを教室のなかから見つける遊びを
楽しんでいました。楽しんでいました。

マレーシアの中学生と交流（小国中マレーシアの中学生と交流（小国中学校）学校）
　小国中学校の２年生は「マレーシアとのオンライン国際交流」　小国中学校の２年生は「マレーシアとのオンライン国際交流」

をゴールに設定し、事前に会話を聞き取るリスニングやトピックをゴールに設定し、事前に会話を聞き取るリスニングやトピック

を決めた英会話に繰り返し取り組みました。また、元小国町地域を決めた英会話に繰り返し取り組みました。また、元小国町地域

おこし協力隊の阿部宣行さんを講師に、マレーシアの暮らしや文おこし協力隊の阿部宣行さんを講師に、マレーシアの暮らしや文

化、日本との違いを学ぶ講話を開催し、理解を深めました。化、日本との違いを学ぶ講話を開催し、理解を深めました。

　昨年11月に実施したオンライン国際交流本番では、英語と日本　昨年11月に実施したオンライン国際交流本番では、英語と日本

語を織り交ぜながら、自己紹介や互いの国の文化等について紹介語を織り交ぜながら、自己紹介や互いの国の文化等について紹介

し交流を深めました。し交流を深めました。

英語のクイズを作成（叶水小学校）英語のクイズを作成（叶水小学校）
　１月18日に行われた叶水小学校３・４年生の　１月18日に行われた叶水小学校３・４年生の

「国際」の授業では、英語でのクイズづくりに取「国際」の授業では、英語でのクイズづくりに取

り組みました。り組みました。

　色や形、種類といった３つのヒントを出して、　色や形、種類といった３つのヒントを出して、

答えを当てるクイズを英語で作成し、クラス全答えを当てるクイズを英語で作成し、クラス全

員で出題しあい、楽しみながら英単語の読み方員で出題しあい、楽しみながら英単語の読み方

や書き方を学んでいました。や書き方を学んでいました。

　

こ
れ
ら
の
能
力
は
国
際
化
が
急

速
に
進
展
す
る
現
在
、
そ
し
て
未

来
に
お
い
て
重
要
な
力
で
す
。

　

町
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
保
小
中

高
一
貫
教
育
を
柱
に
、
国
際
的
な

視
野
を
持
ち
、
国
際
社
会
で
活
躍

で
き
る
人
間
力
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

が
日
本
語
を
教
え
て
い
る
ク
ラ
ス

だ
っ
た
の
で
、
日
本
の
文
化
に
つ

い
て
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
日

本
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
学
生
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
帰
国
し
た
際
に
感
じ
た
こ

と
は
、
『
や
は
り
小
国
が
い
い
』

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
小
国
は
安

心
す
る
と
こ
ろ
だ
と
再
認
識
で
き

ま
し
た
」
と
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の

違
い
や
、
留
学
を
通
じ
て
、
町
に

対
す
る
認
識
が
変
わ
っ
た
こ
と
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

広報おぐに　2024.2
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　12月23日、小国町民総合体育館で小国町ス

ポーツ少年団本部主催の秋季体力テストおよ

び団員交流会が行われ、約80人の団員が参加

しました。

　体力テストでは、立ち幅跳びや腕立て伏せ、

シャトルランなど計５種目のテストに真剣に

取り組んでいました。団員交流会では「しっ

ぽ取り」のチーム対抗トーナメントが行われ、

身体を動かしながら交流を楽しんでいまし

た。

小国町スポーツ少年団本部秋季体力テスト・団員交流会小国町スポーツ少年団本部秋季体力テスト・団員交流会

スポーツ少年団同士の交流を深めるスポーツ少年団同士の交流を深める

　小国駅をはじめとした米坂線全20駅の姿を
エピソードを添えて描かれた竹内敏夫さん
（上山市）のスケッチ展を１月９日から26日
の期間で小国町役場正面玄関ロビーにて開催
しました。
　これは平成23年１月から11月にかけて米坂
線の全駅をスケッチしたもので、竹内さん
は「スケッチを描いた当時は米坂線が運休に
なるとは思いもしませんでした。作品を米坂
線復旧に活用いただけるのであれば嬉しいで
す」とお話しくださいました。

米坂線の早期復旧を願って米坂線の早期復旧を願って

ＪＲ米坂線全駅スケッチ展ＪＲ米坂線全駅スケッチ展

　１月７日、小国町消防出初式がおぐに開発
総合センターを会場に開催されました。
　式では、山口誠一団長が「いざという時に
確実、迅速に行動できるよう、機械器具・装
備品の点検をしっかりとし、日頃から備えて
いただきたい。心と身体の健康を保ち、規律
ある行動を心がけましょう」と訓示され、出
席した団員は気持ちを新たにしていました。
その後、消防団車両による防火パレードが行
われ、町内各地で火災予防を呼びかけました。

令和６年小国町消防出初式令和６年小国町消防出初式

無事故・無災害を祈願無事故・無災害を祈願

▲鬼にしっぽを取られないよう、コート内を走り回る「しっぽ取り」
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　１月９日、おぐに開発総合センターで令和

６年新春賀詞交歓会が行われ、町内各企業・

団体の代表者等64人が参加しました。

　主催者や主賓による挨拶では、令和６年能

登半島地震で犠牲になられたかたがたへのご

冥福をお祈りし、被災されたすべてのかたが

たにお見舞いを申し上げました。

　参加者は年頭のあいさつを交わし和やかな

雰囲気のなか町のさらなる発展を誓い合いま

した。

令和６年新春賀詞交歓会令和６年新春賀詞交歓会

町のさらなる飛躍発展を誓う町のさらなる飛躍発展を誓う

小正月の伝統行事　さいず焼き小正月の伝統行事　さいず焼き

無病息災を祈って無病息災を祈って

　１月19日から22日にかけて国民宿舎飯豊梅
花皮荘を会場につる細工講習会が開催され、
県内や秋田県、神奈川県などから23人が参加
しました。つる細工作家の落合なおさんから
技術を学ぶ初心者向けの講習コースとつる細
工愛好家の技術向上と交流を目的とした交流
コースが設けられ、それぞれ作品づくりを楽
しんでいました。
　なお、つる細工講習会は、２月16日から18日
にも開催予定です。詳細は小国町観光協会（☎
62－5130）にお問合せください。

手仕事の技術を学ぶ手仕事の技術を学ぶ

第41回　つる細工講習会第41回　つる細工講習会

　小正月の伝統行事「さいず焼き」が町内各

所で行われました。

　大宮地区では１月15日に大宮子易両神社の

御神灯から火をお迎えし、さいず焼きを行い

ました。

　参加したかたは燃え盛る火で焼いたもちや

するめを食べながら、一年の無病息災を祈り

ました。
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申
告
が
必
要
な
か
た
は
、「
令
和
６
年

１
月
１
日
現
在
で
、
小
国
町
に
居
住
さ

れ
て
い
る
か
た
」
で
す
。
た
だ
し
、
次

に
該
当
す
る
か
た
は
、
町
・
県
民
税
申

告
書
の
提
出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

か
た

▼
年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得
の
ほ
か

に
収
入
の
な
い
か
た
な
ど

※
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
か
た
で

も
、
令
和
５
年
中
に
収
入
が
あ
っ
た

か
た
や
年
末
調
整
済
み
の
給
与
以
外

に
所
得
が
あ
っ
た
か
た
、
各
種
所
得

控
除
を
受
け
た
い
か
た
な
ど
は
、
申

告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町・県民税申告相談のお知らせ

　

令
和
６
年
度
分
（
令
和
５
年
所
得
）
の
町
・
県
民
税
申
告
相
談
を
行
い
ま

す
。
申
告
相
談
は
感
染
症
防
止
対
策
を
徹
底
し
実
施
し
ま
す
。
感
染
予
防
の

た
め
、
申
告
書
に
記
載
す
る
際
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
相
談
は
３
月
15
日
㈮
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
告
が

必
要
な
か
た
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
町
・
県
民
税
申
告
が
必
要
な
か
た

　

申
告
書
の
職
業
欄
に
「
収
入
な
し
・

学
生
等
」、
所
得
金
額
の
合
計
欄
に
「
０
」

を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
特

■
令
和
５
年
中
ま
っ
た
く

　

収
入
が
な
か
っ
た
か
た
は
？

に
次
の
よ
う
な
か
た
は
忘
れ
ず
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
加
入
者
ま
た
は
加
入

予
定
者
お
よ
び
そ
の
世
帯
主

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
お
よ

び
そ
の
世
帯
主

▼
介
護
保
険
加
入
者
お
よ
び
そ
の
世
帯
主

▼
国
民
年
金
免
除
申
請
を
お
考
え
の
か
た

▼
所
得
や
税
関
係
の
証
明
書
が
必
要
な

か
た

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
、
町
・
県

民
税
の
算
定
に
は
含
ま
れ
な
い
た

め
、
申
告
す
る
収
入
、
所
得
金
額
に

記
載
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
収
入
の
み
の

時
は
、
収
入
な
し
と
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
告
に
必
要
な
も
の

高齢者の障害者控除対

象者認定制度について

　身体障害者手帳等をお持ちでな
くても、介護保険で要支援・要介
護の認定を受けた高齢者（65歳以
上）等のうち、寝たきり・認知症
等心身の状況により、所得税・地
方税法上の障害者控除の対象者と
して認定される場合があります。
　障害者控除の認定を受けるに
は、町に申請する必要があります
ので、下記に問合せください。
　なお、身体障害者手帳等をお持
ちのかたは、すでに障害者控除の
対象者ですので申請の必要はあり
ません。
■認定基準
・65歳以上のかた
・要支援以上の認定を受け、寝た
きり・認知症等心身の状況によ 
り身体障害者等に準ずるかた
■申請・問合先
　健康福祉課長寿介護担当
　（☎61－1000）へ

（1）
申
告
書

（2）
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
番
号
確
認

の
書
類
と
身
元
確
認
書
類
（
ご
自
分

で
記
載
し
た
申
告
書
を
郵
送
ま
た
は

窓
口
で
提
出
す
る
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
写
し
が
必
要
で
す
。）

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
か
た
は

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
顔
写
真
入
）

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

か
た
は
①
お
よ
び
②
の
書
類

①
番
号
確
認
の
書
類

　

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
等
の
個
人
番

号
を
確
認
で
き
る
書
類

②
身
元
確
認
書
類

　

運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保

　

険
者
証
等
の
本
人
確
認
で
き
る
書
類

（3）
収
入
と
支
出
が
確
認
で
き
る
書
類

◇
給
与
・
公
的
年
金
所
得　

令
和
５
年

分
の
源
泉
徴
収
票

◇
営
業
・
不
動
産
所
得　

収
支
内
訳
書
、

売
上
や
仕
入
れ
の
帳
簿
類
、
必
要
経

費
の
領
収
書
な
ど

◇
農
業
所
得　

収
支
内
訳
書
、
農
産
物

の
出
荷
伝
票
、
仕
切
書
、
領
収
書
、

借
入
金
利
子
証
明
書
、
新
し
く
購
入

し
た
農
機
具
な
ど
に
関
す
る
書
類
、

補
助
金
、
交
付
金
、
保
証
金
等
の
収

入
が
確
認
で
き
る
書
類
、
取
扱
い
通

帳
な
ど

◇
雑
所
得
・
一
時
所
得　

支
払
証
明
書

や
通
帳
な
ど
収
入
金
額
が
確
認
で
き

る
書
類

◇
譲
渡
所
得　

売
買
契
約
書
や
経
費
の
領

収
書
、
公
共
事
業
に
よ
る
売
買
の
場

合
は
３
枚
組
の
収
用
証
明
書

（4）
所
得
控
除
を
受
け
る
場
合
に
必
要
な

障
害
者
手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
等
の
各
種
証
明
書
や
領
収
書
、

支
払
金
額
を
証
明
す
る
書
類
な
ど

（5）
通
帳
な
ど
申
告
者
本
人
の
口
座
が
確
認

で
き
る
書
類
お
よ
び
口
座
の
届
出
印

(6)
利
用
者
識
別
番
号
等
を
取
得
済
み
の

か
た
は
確
認
で
き
る
書
類

　

※
税
務
署
か
ら
届
く
「
確
定
申
告
の
お

知
ら
せ
」
の
ハ
ガ
キ
や
役
場
か
ら
送
付

し
た
「
利
用
者
識
別
番
号
等
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

税
務
課
税
政
管
理
室
（
☎

62-

２
４
０
３
）
へ
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2022.2広報おぐに

令和６年度分　町・県民税　申告相談受付日程

【お願い】確定申告に必要な「利用者識別番号」の事前取得について【お願い】確定申告に必要な「利用者識別番号」の事前取得について

　これまで町の申告相談会場では、確定申告書を印刷して長井税務署へ送付しておりましたが、今後は書
面ではなく、e-Taxを用いて電子データで長井税務署へ引き継ぐこととしております。その際に申告者の「利
用者識別番号」が必要となりますので、事前に取得していただきますようお願いします。
　すでに取得されているかたや今回新たに取得されたかたは、16桁の利用者識別番号が記載されている書
面（税務署からのハガキ、町からのお知らせ等）を申告当日にお持ちください。
　なお、これまでどおり書面でも提出できますが、事務の効率化や経費削減、申告者にとっても早期還付
などのメリットがある電子申告の促進に向け、利用者識別番号の事前取得にご協力ください。
■取得方法
　パソコンやスマートフォンを利用し、「e-Taxの開始（変更）届出書作成・提出コーナー」にアクセスし、
取得してください。

■問合先　長井税務署（☎0238－84－1810）へ　　　～申告相談は３月15日㈮までです～

月　　日 相談会場
午　　前 午　　後

受付時間 対象地区 受付時間 対象地区

２月５日㈪ 役場大会議室 ９時～11時
全地区

（年金収入のみのかた対象）
13時～16時

全地区
（年金収入のみのかた対象）

２月６日㈫ 役場大会議室 ９時～11時 小国町１・２ 13時～16時 坂町１・２

２月７日㈬ 役場大会議室 ９時～11時 緑町１・地蔵町 13時～16時 坂町３・５

２月８日㈭ 役場大会議室 ９時～11時 緑町２ 13時～16時 本町１・２・３

２月９日㈮ 役場大会議室 ９時～11時 駅前１・２ 13時～16時 栄町１・２

２月13日㈫ 役場大会議室 ９時～11時 兵庫舘１ 13時～16時 兵庫舘２

２月14日㈬ 役場大会議室 ９時～11時 町原 13時～16時 あけぼの

２月15日㈭ 役場大会議室 ９時～11時 松岡 13時～16時 平林、西

２月16日㈮ 役場大会議室 ９時～11時 岩井沢１ 13時～16時 岩井沢２

２月19日㈪ 役場大会議室 ９時～11時 上岩井沢 13時～16時 東原

２月20日㈫ 役場大会議室 ９時～11時 大滝 13時～16時 種沢

２月21日㈬ 役場大会議室 ９時～11時 綱木箱口 13時～16時 伊佐領

２月22日㈭ 役場大会議室 ９時～11時 幸町１ 13時～16時 幸町２

２月23日㈮ 役場大会議室 ９時～11時 休日相談 13時～16時 休日相談

２月26日㈪ 役場大会議室 ９時～11時 田沢頭 13時～16時 小芦、北

２月27日㈫ 役場大会議室 ９時～11時 増岡 13時～16時 旭町

２月28日㈬ 役場大会議室 ９時～11時 小渡 13時～16時 大宮、宮の台

２月29日㈭ 役場大会議室 ９時～11時 舘 13時～16時 若山、古田、金目

３月１日㈮ 役場大会議室 ９時～11時 尻無沢、今市 13時～16時 舟渡

※３月４日㈪～７日㈭は、出先会場に向けシステムの切替作業を行うため、申告相談は行いません。

３月８日㈮ 旧あさひ保育園（遊戯室） ９時30分～11時 越中里、長沢 13時～15時 六ヶ字

３月11日㈪ 梅花皮荘（山崎屋） ９時30分～11時 小玉川、泉岡 13時～15時 長者原、玉川中里

３月12日㈫
玉川コミュニティ
センター（和室）

９時30分～11時
玉川、玉川新田、足水中里、
樽口

13時～15時
中田山崎、片貝、足野水、
市野沢、百子沢

３月13日㈬
水源の郷交流
（多目的室）

９時30分～11時 上叶水、下叶水 13時～15時
新股、河原角、上大石沢、
下大石沢

３月14日㈭ 旧白沼小中（音楽室） ９時30分～11時 白子沢、間瀬 13時～15時 沼沢１・２

３月15日㈮ りふれ（セミナー室） ９時30分～11時 三ヶ字、石滝 13時～15時 五味沢

利用者識別番号 開始届出書 検索

9



　「令和６年能登半島地震災害義援金」の受付を

行っております。皆さまの温かいご支援をよろし

くお願いいたします。

■受付期間　12月27日㈮まで※土日祝日は除く

　８時30分～17時まで

■受付場所　小国町役場窓口、健康管理センター

　窓口、おぐに開発総合センター、小国町立病院

■義援金の取り扱い　お寄せいただいた義援金は、

　全額日本赤十字社にお送りします。

■�その他　2,001円以上の義援金を寄付されるかた

で税制上の優遇措置を希望される場合は、領収

書を発行しますので、受付時間中に健康管理セ

ンター窓口までお越しください。

■問合先　健康福祉課福祉担当（☎61-1000）へ

令和６年能登半島地震災害義援金の受付について令和６年能登半島地震災害義援金の受付について

　家畜伝染病予防法により毎年２月１日現在の
飼っている頭数等の報告が義務づけられています。
■対象　牛、水牛、鹿、めん羊、山羊、豚（ミニ

ブタ含む）、いのしし、馬（ポニー含む）、鶏（う
こっけい、チャボ含む）、うずら、あひる（アイ
ガモ含む）、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七面
鳥を１頭・１羽以上所有しているかた

　※ペット、学校等の飼育も含む
■その他　前年に報告されたかたには、報告用紙

が１月末に送付されていますので、忘れずに提
出してください。飼養を開始あるいは中止した
かた、飼養しているのに報告用紙が届かないか
たは、ご連絡ください。

■問合先　
　置賜家畜保健衛生所（☎0238－43－3217）へ

家畜の飼養頭数を報告してください家畜の飼養頭数を報告してください

【置賜地域消防通信指令センターの運用が開始されます】
　令和６年４月１日から、置賜地域消防通信指令
センターの運用が開始されます。
　これに先立ち、２月下旬から仮運用を開始しま
す。仮運用開始後は、置賜地域のどちらから119
番通報をしても、米沢市にある置賜地域消防通信
指令センターに繋がり、通報内容によって出動す
る隊を判断し、管轄の署所から出動指令を出しま
す。
　119番通報の方法に関しては、これまでと変わ
らず、局番なしの119と発信すると通報可能です。
なお、119番の受信エリアが広くなることにより、
場所の確定など不安に感じることがあると思いま
すが、下記のことから早期に場所の確定ができま
す。
①西置賜行政組合消防本部の職員も現在と同じ体

制で常駐していること
②指令センターの設備として、通信事業者から、電話の

発信されている場所が通知として送られてくること

　また、両組合の境界付近では、状況に合わせて、
応援出動が容易になることから、住民サービスの
向上につながるものとなります。

【消防テレホンサービスの電話番号について】
　火災等の災害が発生した際に、消防テレホン
サービスにより災害情報等を提供していますが、
令和５年５月１日から電話番号が変更となってお
ります。
■電話番号　050－1807－3990
　※なお、この番号につきましては、指令センター
　の共同運用後も変更ありません。
■問合先　西置賜行政組合消防本部通信指令室
　（☎0238－88－1211）へ

西置賜行政組合消防本部通信指令室からのお知らせ西置賜行政組合消防本部通信指令室からのお知らせ

冬季間の灯油等購入費の一部助成について【２月29日締切】冬季間の灯油等購入費の一部助成について【２月29日締切】
■申請期間　２月29日㈭まで　
■受付時間　８時30分～17時15分（平日のみ）
■対象要件　令和５年10月１日現在で小国町に住所を有し、令和５年度の町民税非課税世帯であり、かつ

65歳以上の高齢者、障害者、母子・父子家庭、在宅系施設利用者世帯のかた
■申請場所　健康管理センター
■申請の際に必要なもの
　①交付申請書　②申請者本人の印鑑（自署の場合は不要）　③助成金の指定振込口座を確認できる通帳
　④非課税証明書（令和５年１月１日現在において小国町に住所がないかた）
　※代理申請をする場合は、承諾書および代理で申請するかたの身分証明書が必要です。
■問合先　健康福祉課福祉担当（☎61－1000）へ

広報おぐに　2024.2

10



「雪の日」

　　　地域おこし協力隊　遠藤　奈々

9494

挑挑
め
、
と
も
に

め
、
と
も
に

～
小
国
高
校
魅
力
化
通
信
㉜
～

！！

　

小
国
高
校
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
小
国
フ
ェ
ス
」
で
は
、
模
擬
店
や
企
画
の

数
々
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
中
学
生
や
他
校
生
、
保
護
者
や
地
域
の
か
た
に

も
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
小
国
フ
ェ
ス
で
活
躍
し
た
小
林
嘉
暢
さ
ん
と
大
津
佳
純
さ
ん
の
２
人

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

小
国
フ
ェ
ス�

～
数
知
れ
な
い
交
差
で
ま
だ
見
ぬ
景
色
に
～

▲かんじきを作りました！

■
有
志
の
メ
ン
バ
ー
で
Ｋ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ

ダ
ン
ス
を
披
露　

小
林
嘉
暢
さ
ん

　

練
習
を
通
し
て
成
長
を
感

じ
ら
れ
た
の
が
楽
し
か
っ
た

で
す
。
本
番
は
緊
張
し
ま
し

た
が
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た

や
り
た
い
で
す
。
ダ
ン
ス
楽

し
い
の
で
み
ん
な
も
や
り
ま

し
ょ
う
！

■
「
推
し
」
の
絵
を
色
紙
に
書
い

て
プ
レ
ゼ
ン
ト　

大
津
佳
純
さ
ん

　

想
定
し
て
い
た
よ
り
も
た

く
さ
ん
の
か
た
に
来
て
い
た

だ
け
て
、
20
枚
入
り
の
色
紙

が
完
売
し
ま
し
た
。
量
が
多

く
て
描
く
の
に
時
間
が
か
か

り
大
変
で
し
た
。
来
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

　小国町に来て初めての冬を経験しています。雪とは無縁の生活しか送ったことがない私は、
これまでに見たことのない量の雪を見ることができました。夏とは一変した景色に日々感動
しています。
　この間はかんじきを一から手作りするお手伝いを
しました。これから自分で作ったかんじきをはいて、
雪の上を歩くのがとても楽しみです。
　今冬は暖冬ということもあり、県内でクマの目撃
情報が相次いでいます。本来冬眠するクマですが、
この時期に活動が目立っているのは大変危険です。
　私は昨年から猟友会に加入してマタギのかたがた
から狩猟の世界を学んでいるところです。獲物の仕
留め方から捌き方まで学ぶことがたくさんあります。
　今後も狩猟に携わるものとして住民の皆さんが安
心して暮らせるように日々精進します。



募
集

町
営
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宅
小
坂
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団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

２
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（
４
階
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■
対
象　

世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

◎
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

２
月
13
日
㈫

◎
入
居
時
期　

３
月
上
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
担
当
（
☎
62
‐

２
４
３
１
）
へ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
日
時　

２
月
21
日
㈬
～
22
日
㈭

10
時
～
17
時

■
内
容　

生
活
全
般
に
関
す
る
悩

み
や
困
り
ご
と
相
談
（
借
金
、

法
律
、
人
間
関
係
他
）

■
相
談
方
法

　

電
話
相
談　

※
事
前
申
込
不
要

■
相
談
・
問
合
先　

生
活
あ
ん
し

ん
ネ
ッ
ト
や
ま
が
た
（
☎
０
１

２
０
‐
39-

６
０
２
９
）
へ

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

■
日
時　

２
月
26
日
㈪
～
３
月
１

日
㈮　

10
時
～
17
時

■
内
容　

就
労
や
生
活
・
住
ま
い
に

第
２
回　

求
職
者
の
た
め
の

　
　
　

就
労
・
生
活
集
中
相
談
会

【
山
形
会
場
】

■
日
時　

３
月
２
日
㈯　

13
時
～

16
時
30
分

■
場
所　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

■
参
加
企
業　

１
６
０
社
程
度

■
対
象　

令
和
７
年
３
月
卒
業
予

定
の
学
生
ま
た
は
既
卒
３
年
以

内
の
か
た

【
東
京
会
場
】

■
日
時　

３
月
６
日
㈬
、
７
日
㈭

12
時
～
16
時

■
場
所　

新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
30
階

■
参
加
企
業　

１
４
０
社
程
度

■
対
象　

令
和
７
年
３
月
卒
業
予
定

の
学
生
ま
た
は
既
卒
３
年
以
内
の
か

た
で
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
、
山
形
県

内
企
業
で
の
就
職
を
希
望
す
る
か
た

■
問
合
先　

山
形
労
働
局
職
業
安

定
部
職
業
安
定
課
（
☎
０
２
３-

６
２
６-

６
１
０
９
）
へ

や
ま
が
た
合
同
企
業
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
５

お
知
ら
せ

関
す
る
悩
み
・
不
安
・
困
り
ご
と

■
相
談
方
法

　

電
話
相
談　

※
事
前
申
込
不
要

■
相
談
・
問
合
先　

山
形
県
求
職

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

８
０
０-

８
０
０-

７
８
６
７
）

へ

　おぐに移住者コミュニティつむぐ（舟山康名代表）

が2023輝く県民活躍大賞を受賞し、12月28日、小国町

役場で受賞の報告を行いました。

　同団体は町内の移住者や若者で構成されており、移

住者同士の情報交換や地域住民との交流機会の創出等

に取り組む活動が評価されての受賞となりました。

2023輝く県民活躍大賞2023輝く県民活躍大賞

移住者コミュニティつむぐが受賞移住者コミュニティつむぐが受賞

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用

総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・
大
卒

程
度
試
験
）
及
び
一
般
職
試
験
（
大

卒
程
度
試
験
）
を
実
施
し
ま
す
。
申

込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
込
方
法
や
受

験
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験
】

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

　

２
月
５
日
㈪
～
26
日
㈪

　

※
受
信
有
効

■
第
１
次
試
験
日　

３
月
17
日
㈰

【
一
般
職
試
験
】

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

　

２
月
22
日
㈭
～
３
月
25
日
㈪

　

※
受
信
有
効

■
第
１
次
試
験
日　

６
月
２
日
㈰

■
問
合
先　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

第
二
課
試
験
係
（
☎
０
２
２
‐

　

２
２
１
‐
２
０
２
２
）
へ

生
活
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
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相　談 迷惑電話防止機能付き固定電話機への
買い換えキャンペーン

　山形警察署では、特殊詐欺被害を防止するため、迷惑電
話防止機能付き固定電話機への買い換えキャンペーンを実
施しています。
　特殊詐欺の犯人からの電話（アポ電）の多くは自宅の固
定電話にかかってきており、犯人からの電話を受けないた
めには、迷惑電話防止機能付き固定電話機を設置し、特殊
詐欺の犯人に犯行を断念させて電話を切らせることが重要
です。この機会に買い換えませんか？
■申請期限　３月10日㈰まで
■補助金額　最大5,000円のギフトカードを交付します。
　詳しくはキャンペーン特設サイトをご覧ください。
■問合先　キャンペーン事務局（☎050-3818-9655）
　または警察本部生活安全企画課（☎023-626-0110）へ

▽年金相談▽年金相談

■日　時　２月21日㈬10：30～13：30

■場　所　役場

■対応者　米沢年金事務所職員

■申込・問合先　町民課住民窓口担当へ

▽行政相談▽行政相談

■日　時　３月２日㈯13：00～15：00

■場　所　おぐに開発総合センター

■対応者　行政相談委員　林公子氏

■問合先　町民課町民生活担当へ

確定申告書作成会場の開設について確定申告書作成会場の開設について

■開設場所　長井税務署　会議室
■開設時期　２月16日㈮～３月15日㈮　（土日祝日を除く）
■開設時間　９時～17時
■その他
　申告書作成会場の混雑緩和のため、会場への入場には「入場整理券」が必要です。入場整理券は会場
で当日配付しますが、ＬＩＮＥを通じたオンラインによる事前発行も可能です（事前発行可能期間が設
けられています）。なお、入場整理券の配付状況によっては、後日の来場をお願いすることがあります。
　また、申告書作成会場では、ご自身のスマホやタブレットを使用して申告書を作成していただきます
ので、スマホ、タブレット及びマイナンバーカード（マイナンバーカードの発行時に設定した暗証番号
を含む）をお持ちのかたは、ご持参ください。
■問合先　長井税務署（☎0238－84－1810）へ

 １月17日、おぐに開発総合センターで、豊かな森
林資源を活用して新たな産業の創出を目指す森林
サービス産業推進事業の意見交換会を行い、町内外
の関係者など26人が参加しました。
　企業向けに開発した滞在プログラムとモニターツ
アーの実施、小国での滞在が生産性や睡眠の質を向
上させるという調査結果など、今年度の取り組みに
ついて報告した後、３グループに分かれて今後の取
り組みについて意見交換を行いました。
　参加者からは、若い人たちの参画を促すことや冬
のコンテンツ開発、企業との接点づくりの必要性な
ど活発な意見が出されました。

森林サービス産業推進事業報告会＆意見交換会を開催しました

▲意見交換会の様子
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今月の納税 ２０２４．２

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　右の表は１月18日現在でハロー

ワークへ登録された求人のうち、小

国町をおもな就業先としている求人

情報です。既に雇用が確定している

場合もありますので、ご了承くださ

い。求人情報の詳細については、ハ

ローワーク長井（☎84－8609）へ

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

株式会社　高橋商会 ガソリンスタンドスタッフ １人 ８:00～17:00他

株式会社　高橋工務店

土木・建築技術者 ２人

８:00～17:00
現場作業員（土木・建築作業員） ２人

ダンプトラック運転手 １人

一般事務、経理事務 １人

有限会社　岩村ポートリー
種鶏育成農場作業員（小国町:小
国農場）

２人 ８:00～17:00

株式会社　旭林業 作業技術士、大型運転手 ３人 ８:00～17:00

小国開発　株式会社 普通作業員 ５人 ８:00～17:00

株式会社　山芳工務店 電気設備工 ３人 ９:00～18:00

認定こども園　すみれ保
育園　（社会福祉法人　
愛育福祉会）

（臨）保育士 １人 ７:15～16:15他

（臨）保育士 １人
９:00～16:00

（臨）保育助手 １人

株式会社　ビーネックステク
ノロジーズ　仙台オフィス

半導体部材製造設備の生産技術業務 １人 ８:20～17:10

日本重化学工業　株式会社
山形事業所　小国工場

電子材料の製造等スタッフ ５人

８:15～17:15他
電子材料の製造等スタッフ（契
約社員）

８人

構内施設の清掃（アルバイト） １人 ８:30～16:30

安部工業　株式会社

一般作業員（土木・建築） ２人

８:00～17:00
現場監督員 １人

型枠大工 １人

運転手（型枠資材運搬） １人

　�　２月の税金等の口座振替は、次
のとおりです。振替日の前日まで、
指定の口座に入金してください。

●２月2 6日㈪
　水道料、下水道料�、簡易水道料��
●２月2 9日㈭
　国民健康保険税、後期高齢者医療保

　険料、介護保険料、住宅使用料、保

　育料、児童福祉使用料

■問合先　税務課税政管理室

　　　　　（62－2403）へ

休館日 毎週月曜日・祝日～新着図書～

加藤シゲアキ
原 田 ひ 香
藤 野 千 夜
土 井 善 晴
黒 柳 徹 子

◇なれのはて
◇喫茶おじさん
◇じい散歩　妻の反乱
◇味つけはせんでええんです
◇続窓ぎわのトットちゃん

～蔵書点検による休室のお知らせ～

　蔵書点検を実施するため、３月２日㈯～11日㈪まで

の間、図書室を休室いたします。なお、図書の返却は

１階の温泉受付、２階の教育委員会で承ります。

　また、学習室として３階の保健相談室を開放します

ので、ご利用ください。

■問合先　教育振興課（☎62-2141）へ

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

入札日 工事（事業）名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R6.1.16
令和５年度小国町包括ケア施設
ガススチームコンベクションオーブンの購入

あけぼの R6.1.31 2,725,000 
株式会社中西製作所

山形営業所
2,280,000 

R6.1.18 令和５年度中学校用可搬式冷房機器購入 岩井沢 R6.3.11 3,992,000 神町電子株式会社 3,506,000 

入札結果情報（令和５年12月21日～令和６年１月20日実施） 単位（円）
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●総合センター（教育振興課） ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000

●子育て支援センター ☎ 090ー9015ー8330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ ☎ 62－5808　

●町立病院 ☎ 61－1111　●老人保健施設 ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●斎場夜間受付（17:00 ～ 21:00） ☎ 023－645－3077

●ホームページアドレス https://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス https://www.ogunibyoin.jp/
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編集後記

戸籍のまど戸籍のまど

　人口のうごき（令和５年12月31日現在）

人口　男・・・3,397人�（－�８）
　　　女・・・3,338人�（－�９）�
　　　計・・・6,735人�（－�17）
世帯数　　　2,967世帯�（－�６）

（ � 1 2 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

おくやみ申し上げます。

今 野

齋 藤

塩 川

嶋 村

後 藤

金

渡 邊

髙 橋

伊 藤

川 上

叶 水

五 味 沢

小国小坂町

北

岩 井 沢

町 原

小 渡

樽󠄀 口

栄 町

玉 川

舟 渡

利 介

つね子

民 夫

隆 夫

修 造

正 人

熊太郎

千 江

タカ子

庄九郎

和 子

（89）

（99）

（74）

（86）

（86）

（83）

（82）

（96）

（83）

（94）

（88）

■日　時　２月10日㈯　10：00～11：00
■場　所　小国町民総合体育館
■対象者　どなたでも
■参加費　250円～300円（保険料込）
■持ち物　室内シューズ、タオル、飲み物など
■申込締切　２月７日㈬

特定非営利活動法人■申込・問合先

　　（☎62－5808）へ

　 保保健健カレカレンンダーダー

１．各健診の日程等

　■３・４カ月児健診

　・期　　日　３月１日㈮　

　・受付時間　13：10～13：20

　・対　　象　令和５年10月、11月生まれ

　■９・10カ月児健診

　・期　　日　３月１日㈮　

　・受付時間　13：00～13：10

　・対　　象　令和５年４月、５月生まれ

　■２歳児歯科健診

　・期　　日　２月21日㈬

　・受付時間　13：00～13：15

　・対　　象　令和３年５月、６月、７月、８月生まれ

２．場　所　健康管理センター

３．その他　母子健康手帳を持参ください。

４．問合先　健康管理センター（☎61－1000）へ

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

■２月の広場日程　

曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金
９：00～11：30・13：00～16：00
場所：子育て支援センター（アスモ内）

不要

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた　　　　

■利用時の注意点　体調の悪い場合は、利用できません。

■その他　お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育て

相談に応じています。

■問合先　子育て支援センター

         （ショッピングセンターアスモ内・☎090-9015-8330）へ

結婚おめでとうございます。

洸 希
彩 香（ 安 達

滝 沢
岩 井 沢
長 井 市

スポーツイベント２月の
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●小国町役場　代表（総務企画課）☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464

●行政管理室　　　　　　　☎ 62－2112
●観光経済室　　　　　　　☎ 62－2416

　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

 ☎62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●国保医療担当　　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448

●企画財政室/次期総合センター推進室

●住民窓口担当／町民生活担当／危機管理担当
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　　幸町地区

　幸町は町内の住宅不足を解消するとともに、過疎化が進んだ小規模集落の移転を促すため、昭和
45年に完成した団地で、宅地のほか公営住宅やコミュニティセンター、児童遊園などが整備されま
した。「幸町」という町名は一般募集され、142点の応募のなかから選ばれました。
　完成した団地には冬期間の生活や医療・教育の安定的な確保などを目指し、集団移転した滝地区
や上大石沢地区（豆納、赤沢、高野）のかたがたが移り住み、新たな生活をスタートさせました。
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